
 

 

 

 

 

9 月の全校朝会では子どもたちに「伝統」について話をしました。低学年には難しかっ

たかもしれませんが、伝統とは「受け継がれてきた大切なもの」として、糠内小学校の伝

統は「高学年が低学年のお世話をする」「全校みんなで遊ぶ」「全校みんなで作物を育て

る」など、これからも受け継いでいってほしい例を挙げました。そして、これまで長く続

いている伝統として、「糠内獅子舞」について話しました。 

糠内獅子舞は幕別町の無形文化財に指定されています。ルーツは富山県西砺波郡西五位

村（現高岡市福岡町）で明治 37 年に糠内神社に奉納されたのが初めとされています。今

年でちょうど１２０年目とのことです。糠内小学校での始まりは平成１６年。当時糠内獅

子舞１００年目の記念と、伝統文化継承の願いを込めて、獅子舞保存会からお誘いを受け

たことから始まったそうです。なので、子ども獅子舞は今年で２０年目となりました。 

２０年も続いている活動で、地域の伝統文化を体験できる貴重な学習ですので、これか

らも続けていけるよう、大切にしてほしいと話を閉めました。 

 

今年の糠内神社祭は新型コロナウイルス感染防止のため４年ぶりの開催ということで、

４年前を知る職員もごくわずか。５・６年生が１・２年生の時でしたから、校長の私を含

めて、多くの子どもたち、職員が初体験の出来事でした。神社祭の様子は別ページで紹介

しますが、保護者の皆様のご協力に心より感謝申し上げます。取組としては、準備、練習、

本番当日とかなり大変な内容だなと感じました。同様に、保護者の方からも取組のあり方

について、いくつかご意見を伺いました。２０年前とは、児童数も違えば、職員の体制や

働き方も違います。また、収穫繁忙期ということで、保護者の皆様のご負担もとても大き

いということも分かりました。 

校長といたしましては、他の学校にはないたいへん貴重な学習活動ですので、これから

も続けていきたいとの思いは変わりませんが、改善が必要だなと考えています。 

そこで、あらためて保護者の皆様からご意見を伺う機会を設けようと考えています。詳

細は後日ご案内いたしますが、１２月の全体懇談会で、獅子舞の取組を含めた、学校の教

育活動に関する学校と保護者の対話の時間を設定いたします。 

先輩から後輩へスムーズに受け継がれ、子どもたち、先生方、保護者の皆様に負担の少

ない形での取組になるよう、ご意見をいただければ幸いです。どうぞよろしくお願いいた

します。 

 

（校長 笠原） 
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8月２８日から9月１日までの1週間、北海道教育大学釧路校の学生 3人が教育実

習に来ました。授業の見学や補助を行い、プールに入って水泳の指導もしました。い

つも明るく何事にも積極的に取り組む3人の実習生と一緒に勉強したり遊んだりし

て、子どもたちも楽しい思い出がたくさんできたようです。最終日に行われたお別れ

集会では３人がレクリエーションを企画し、大いに盛り上がりました。3人の学生は

大学に戻り、さらに勉強を続けるとのことでした。近い将来、素晴らしい教員として

ご活躍されることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～校内研修 ５・６年研究授業～
 本校では『自分の思いや考えをもち、自ら表現し、響き合う子どもの育成～「糠小ス

タイル」の充実を目指して～』という研究主題のもと、校内研究を進めています。８月

３０日に実施した５・６年生の研究授業では、十勝教育局の初任段階２年次研修も兼ね

て行われ、管内から6名の先生方が来校しました。授業内容は算数で、５年生は「三

角形の内角の和」を、６年生は「直方体を組み合わせた複合図形の体積の求め方」を考

える学習でした。5年生は 1人での学習ですが、2種類のキャラクターを活用するこ

とで協働的な学びを行うことができました。6年生は、学習リーダーを中心に前時の復

習や体積の求め方が交流され、児童全員が体積の求め方を説 

明できました。 

 授業後には、実習生も参加して授業や子どもたちの成果と

課題が活発に話し合われました。今後もさらによりよい授業

づくりを目指し、研究を続けてまいります。 

 

 ９月８日にＫＤＤＩの方を講師に招き、スマホ・ケータイ

安全教室を行いました。１～３年生と４～６年生に分かれ、

スマートフォンの正しい使い方について学習しました。学習

したことを生かし、ご家庭でも安全に、便利な活用法につい

てお話しいただければと思います。 



 9 月は関東大震災やブラックアウトが過去にあり、「命」

や「防災」について学習する機会が多くあります。 

 9 月１１日に行われた着衣水泳では、明倫小学校の児童も

一緒に参加し、講師であるサタデースイミングスクール方々

から、水に落ちたときの対処法などを学びました。子どもた

ちからは「服が重たくて泳ぐのが大変だった」「顔を出すこ

とが大事」といった声が聞かれました。 

 9 月１２日の１日防災学校は、糠内中学校と合同で行いま

した。前半は４年生以下と高学年・中学生に分かれ、防災ク

イズや災害時の対応について考えました。後半は避難所設営

の体験を行いました。停電時を想定して、発電機を活用した

バルーンライトの点灯や段ボールベッドの組立、パーテーシ

ョンの設置を行いました。実施後、幕別町役場から防災食と

してパンと五目御飯をいただきました。 

 着衣水泳や 1日防災学校を通して、命や防災について考え

る良い機会となりました。ご家庭でも話題にしていただける

と幸いです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度２回目の南幕集合学習を、９月１４日に行いました。今回は本校の児童が明倫

小学校へ行き、２時間交流しました。前回以上に仲良く過ごすことができました。来月

以降も低学年生活科見学、中学年社会科見学、宿泊学習、高学年社会科見学と交流する

機会があります。たくさん交流して、さらに仲良くなりたいですね。 

 

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度、４年ぶりに子ども獅子舞が復活し、

９月１３日に行われた糠内神社祭で披露しま

した。前週から夜間の練習を 3回行い、前日

も全校で練習しました。特に高学年の児童は

動画を見ながら自主練習にも一生懸命取り組

みました。 

 練習の成果もあって、本番では見事な獅子

舞を披露することができました。 

 保護者の皆様、お忙し中送迎や着付けにご

協力いただき、ありがとうございました。 

 なお、１２月３日（日）に開催される「糠

内・駒畠合同公民館まつり」でも、獅子舞を

披露いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月の行事予定 
 
 1 日（土）開校記念日 

 ２日（月）ＣＩＲ 児童会総会 

 ３日（火）朝会 安全点検日 

 ４日（水）ＣＩＲ 職員会議 

 ５日（木）マラソン記録会 

    ※今年度は、明倫小学校・糠内 

     中学校との合同開催です。 

 ６日（金）定時退勤日 避難訓練 

 ９日（月）スポーツの日 

１０日（火）児童会 個人懇談（～１３） 

１１日（水）ＣＩＲ 校内研修 

      学校教育指導訪問 

１２日（木）収穫祭 

１３日（金）マラソン記録会予備日 

      スワディ号  

１６日（月）ＣＩＲ 

１７日（火）あっちこっち紙芝居 

１８日（水）ＣＩＲ 宿泊学習 

      低学年生活科見学 

      （おびひろ動物園） 

１９日（木）まくべつ教育の日 

      宿泊学習 

      中学年社会科見学 

２０日（金）定時退勤日 

２３日（月）学習発表会特別時間割開始 

      ＣＩＲ 

２４日（火）糠内学園学校運営協議会 

２５日（水）ＣＩＲ 

２７日（金）スワディ号 

３０日（月）ＣＩＲ 

３１日（火）月末統計 

※学習発表会 １１月１０日（金） 

 ８月２８日に、グラウンド草刈作業

が行われ、多くの保護者の方々にご協

力いただきました。草の量が余りにも

多かったため、後日佐藤ＰＴＡ会長が

除草剤を散布してくださいました。ま

た、８月３１日には大型ごみの回収に

もお手伝いいただきました。紙面にて

お礼申し上げます。誠にありがとうご

ざいました。 


